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第Ⅶ期・第３回  全３巻（第 112 巻〜第 114 巻）　　ゆまに書房

経営学、経営史研究に最適な社史を厳選。財務データの集積ではこ
ぼれ落ちてしまう、企業の歴史の襞までたどれるような社史を収録。

本シリーズの特色と編纂方針
●好評の『社史で見る日本経済史』シリーズ第Ⅶ期として、
　稀覯本を中心に社史とそれに準ずる図書も含んで選書。

●それぞれに解説を付す。

●丹念に収集した経営史料や文献により、今日でも高い資料
　的価値を持ち続けているものを厳選。

●経営諸史料の適切な利用と公開が実現され、高い実証性
　を備えているものを収録。

●企業経営活動の歴史が正確かつ体系的・客観的に記述さ
　れているものを選択。

●単なる社史に止まらず、近世から近代にかけての第一級の
産業史・文化史となり、 その分野の学問水準を著しく引き
上げているものを収録。

『三木金物誌』（小西勝治郎編著 三木金物誌刊行会刊 1953 年）より

『電通社史』（迫大平編 日本電報通信社刊 1938 年）より

『三木金物誌』（小西勝治郎編著 三木金物誌刊行会刊 1953 年）より
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◆第 112 巻・第 113 巻◆

電通社史 上・下　	 解説：木原勝也（広告文化研究所）

（迫大平（日本電報通信社社員）編、日本電報通信社刊、1938 年）
 【揃】定価：本体 66,000 円＋税 	  ISBN978-4-8433-7148-0
 【上】定価：本体 38,000 円＋税 	  ISBN978-4-8433-7149-7
 【下】定価：本体 28,000 円＋税 	  ISBN978-4-8433-7150-3

　電通は、光永星郎によって 1901 年（明治 34）設立された日本広告
株式会社及び電報通信社が前身。電報通信社は1906 年（明治 39）
改組により株式会社日本電報通信社となり、翌年日本広告株式会社を
合併。1936 年（昭和 11）通信部を同盟通信社に譲渡し、同盟通信社
広告部を合併し、以後広告専業なった。この社史は、創立から同盟通
信社への通信部譲渡に至る 36 年間の歴史を記し、明治期後半から昭
和初期の通信・広告業界史として貴重な資料となっている。また、言う
までもなく通信社の発達史は新聞及び新聞社の発達史ともなっている。　　
　【上巻目次】総覧篇　第１章 日本電報通信社の創立╱第２章 電通を貫
く創立当時の精神╱第３章 我邦新聞通信業の沿革╱第４章 日本電報通信
社設立趣意書╱第５章 電通の事業╱第６章 電通社屋の変遷╱第７章 新
社屋新築落成式╱第８章 創立四周年記念祝典╱第９章 創立七周年記念
祝典╱第 10 章 社屋新築落成と十周年記念祝典╱第 11 章 創立十五周年
記念式典╱第 12 章 全国新聞社十五年勤続者表彰会╱第 13 章 創立二十
周年記念祝典╱第 14 章 創立二十五周年記念祝典╱第 15 章 全国新聞社
二十五年勤続者表彰会╱第 16 章 欧米新聞界研究員派遣╱第 17 章 日本
電報記念号╱第 18 章 創立二十五周年祝賀招待会╱第 19 章 熊本市公会
堂に於ける記念祝賀会╱第 20 章 創立三十周年記念祝典╱第 21 章 全国
新聞社三十年勤続者表彰会╱第 22 章 新聞広告奨励会の創設╱第 23 章 
創立三十周年記念祝賀会╱第 24 章 創立三十五周年記念祝典╱第 25 章 
中華民国経済視察団派遣╱ほか
　【下巻目次】総覧篇（第 49 〜 63 章）　通信篇　第 64 章 世界通信網の
制扼╱第 65 章 日本電報通信社通信部の機構╱第 66 章 長距離専用電話
敷設╱第 67 章 専用線の架設塔╱第 68 章 電送写真機据附╱第 69 章 世
界通信機関の発達╱第 70 章 米国合同通信社╱第 71 章 外電網の整備╱
第 72 章 片岡氏金塊引揚電報╱第 73 章 リツトン報告書に引用された電通
の電報╱第 74 章 欧洲大戦と電通╱第 75 章 北京特別関税会議╱第 76
章 済南事変と電通╱第 77 章 満洲事変勃発と電通╱第 78 章 熱河掃討戦
開始╱第 79 章 天津事変と電通╱第 80 章 上海事変と電通╱第 81 章 寿

府軍縮会議特派╱第 82 章 Z 伯号に特派員便乗╱第 83 章 軍縮会議に特
派╱第 84 章 ガルミツシユのオリムピツク冬季大会╱第 85 章 日蘭会商に
特派員╱第 86 章 シムラ会議に特派員╱第 87 章 南洋日蝕観測特派╱第
88 章 国際電話開通╱第 89 章 列車ニユース╱第 90 章 ラヂオ放送開始╱
第 91 章 通信鳩の設備╱第 92 章 スポーツ時代来る╱第 93 章 経済通信╱
94 章 二・二六事件　　広告篇　第 95 章 我邦広告代理業の沿革╱第 96
章 広告界進出当初の苦悩╱第 97 章 我邦広告界の変遷╱第 98 章 新聞広
告の躍進╱第 99 章 広告料金率の変遷╱第 100 章 雑種広告の出現╱第
101 章 広告料金率の分化╱第 102 章 広告料不払制裁╱第 103 章 支那新
聞広告と電通╱第 104 章 新聞広告奨励会受賞者╱第 105 章 新聞広告奨
励会表彰式╱第 106 章 新聞広告奨励会創立総会╱第 107 章 夏季広告講
習会╱第 108 章 我社の国産愛用運動╱ほか

◆第 114 巻◆	 定価：本体 28,000 円＋税  ISBN978-4-8433-7151-0

三木金物誌　	 解説：ゆまに書房編集部

（小西勝治郎編著、三木金物誌刊行会刊、1953 年）
　三木金物は播州（兵庫県）三木を特産地とする19 世紀初頭から
現在に至る 200 年以上にわたる、手づくりの技や先進機器の技術と
良質の素材を駆使して作られている金物である。その歴史を古代から
1950 年代まで史料を駆使して丹念に描いた本書は、現在でも手に取
るべき一級の産業史となっている。
　【目次】序説　古代篇　１、金物生産された三神╱２、天目、金山 山
二神の遺業╱３、菅田 首の南下及東進╱４、百濟王子惠の日本亡命╱５、
丹生山明要寺の由来╱６、童男行者の高男建立╱７、疑問の人法道仙人
╱８、美嚢郡と法道╱９、法道の東播 大巡錫╱ほか　近世篇　１、三木
町の代官制度╱２、その頃三木町の様相╱３、再生した三木町の諸職╱４、
出稼人の發生と消滅╱５、傀儡師の一考察╱６、野道具鍛冶の意義╱７、
鍛冶の大勃興╱８、加東郡鍛冶の発祥╱９、鍛治組合の組織╱ 10、金物
問屋の接頭╱ 11、海上輸送の困難╱ 12、双物一手御買上げ事件╱ 13、
生産高とその価格╱ 14、冥加銀札にて納税╱ 15、幕末頃の大勢　現代
篇　１、明治初期の形成╱２、金物問屋の発展╱３、三木金物組合商会
の創立╱４、一路発展へ前身╱５、空前の大輸出前期╱６、全盛を極めた
三木輸出貿易╱７、噂の種あの人この人╱８、終戦後の立直態勢╱９、海
外市場へ積極的活動╱ 10、播州金属興業振興対策╱ 11、三木金物大見
本市開かる╱ 12、経済安定原則に則して╱ 13、新殖産奨励制度╱ 14、
三木金物取引改善申合╱ 15、輸出に協定価格制╱ほか
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104 ◆ セメダイン五十年史（1973 年）　	 定価：本体 10,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6072-9

105 ◆ 紅葉屋十年志
　　　　　附 風雲六十三年神田鐳蔵翁（1911 年╱附録 1953 年）　	 定価：本体 18,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6073-6

106 ◆ 大日本製薬 我社五十年のあゆみ（1947 年）　	 定価：本体 12,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6074-3

107 ◆ 西洋料理事始 —中央亭からモルチェまで（1980 年）　	 定価：本体   8,500 円＋税  ISBN978-4-8433-6075-0

108 ◆ 創立二十周年記念 明治製菓株式会社二十年史
　　　　　附 社業大要 明治製菓株式会社（1936 年╱附録 1930 年頃）　	 定価：本体   8,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6828-2

109 ◆ 白木屋の歴史（1937 年）・白木屋 300 年の歴史（1961 年）　	 定価：本体 12,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6829-9

110 ◆  （安田生命保険株式会社）六十年史（1942 年）　	 定価：本体 30,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6830-5

111 ◆ ロッテのあゆみ（1965 年）　	 定価：本体 15,000 円＋税  ISBN978-4-8433-6831-2
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